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5 万分の l 地質図幅 務~主 三~俳 布 (釧路一第 38 弓)
説 明 主円

北海道立地下資源調査所

技術吏民長尾捨

同 石山昭コ

嘱 託*吉田三郎

事 はしがき

この凶幅の調査は昭和 38 年から 39 年の 2 年にわたる間に延約 100 日を費したロ

調査に当っては長宅と吉田は主として，根室層群の分布地域を調査し，若い第四紀

層は石山が担当した。この間，山形大学の学生諸君が進級論文または卒業論文を通じ

て，われわれの調査に参加されたの又個人的には石油資源開発株式会社の猪間明俊技

師の調査資料も参考にさせて戴いたり

調査精度は 1/25 ，∞0 地形凶を用いたのであるが，これを，この図幅の 1/50 ， 000 地

形悶に写し入れるに際して， 1/5 ， 000 地形図のいちじるしい不正確が非常な障害にな

った。一部分修正して記入した部分もあるが，到底全部を修正することは不可能であ

ったので，大部分の地域はそのままの形で採用せざるを得なくなった。また根室層群

の露出が大体沢の中だけの狭小な部分に限られ，沢の上方は若い第四紀層によって占

められているため，地質凶作成に当って，第四紀層の分布範囲を縮小して根室層群の

め 分布を多少誇張して作図しなければ，その構造を読みとることができない様な状態で

あるの従って，段丘瞭層 (T) と火山性堆積物層 (Lm) の露出記入が等高線による地形

判断から不正確にならざるを得なくなったり読凶に際してはこの点を十分了解して戴

きたいものであるの

この湖査の道行に当たって，上記山形大学の学生諸君および霧多布役場の方方，又

言う(の小学校の校長及び先生方には大変御協力を戴いた，厚く感謝の意を表する次第

である。

*山形大学助教綬
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室内作業面では，重鉱物分析，有イL虫の鑑定等は吉田が担当し，全般的な層序，構

造，対比，ならびに，まとめは長尾が担当したゥ

I 位置および交通

本地域は根室半島の基部，到II路寄りの大平洋岸に面し，東は)享床および落石岬図幅

に，西は厚岸凶III面と隣接し，北は未刊の姉別図幅と接するり

根室本線はこの図幅の北西隅をよぎり，茶内，浜中の 2駅がこの中に含まれる。チ

リー津波の被害地として有名な霧多布市街は浜中駅よりパスを通じ，乙の間約 10km，
ヂリヴデ

20 分を要する o 図III話西部の散布方面には 1 日 2 回の乗合パスを通ずるが，散布以西，

厚岸図|幅との連結部は徒歩によらなければならない⑦海岸以外にはほとんど露出がな

モヲイト

いので，所々断崖のため中絶される汀線が主要な調査ノレートになる D 図幅東端の貰人

までも，同様に海岸線が主要調宜ルートであり，霧多布からここまでは辛うじて小型

白動車を通ずる道路があるロ大型白動車のルートは姉日11回りの貰人までの道路のみで

あって，交通は便利とは言えなし、。地層露出のある各小沢には全然道路はなく，霧多

布市街地北方の広大な湿原にも全然道路はない，図面上にのせられている 1 本の道路

は既に何年か前に魔道に在っていて，この湿原は一面の野地坊主と胸まで没する水溜

りの連続であるの霧多布の半島部は海岸線の全部に亘って露出があるが，南岸と北岸

は徒歩では通れない所がたくさんある。

II 地形

厚床および落行岬図!幅から連続している干坦な段丘性台地がこの凶幅一帯を占めてお

り，その標l弓は 60，.....，，80m である。 その表面は大部分， ローム，火山性堆積物等の地

質記号 Lm で表わされる地層によって被われ，乙れを開折している沢の中には，この

地域の基盤岩である根室層群が分布している o 乙の平坦面J.: Lm 憎の下には，場所に

よって段丘喋層が認められる。段丘棟、層は現在所々断絶して見られない所もあるが，

かつてはこの|司l福地域一面を被っていたものと推'屯され， その標高は 60----40 m であ

チリップ

る。この断絶は恐らく侵蝕による流失と解釈されるが，南部の散布方面では，その流

失の度合が大きく， Lm 層とその下の根室層群との間に段丘陳層を見ない所が多い。

凶l隔北西l同に非常に低平な 40--60 m の平坦地形がある，これは前記 60----80m の台地

と連続推移しているが，前者とは，その解析の度合において格段の差異があり，地形

-2-
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世

論旨

思

図から簡単に読みとれるの

とれは厚床および落石岬

凶幅において，ほぽ平坦な

低夷台地とよばれたものと

連なるもので，そこには根

室層群の地層は露出せず，

釧路層相当層と推定される

火山性，泥質および砂質堆

積物からなる茶内層が沢の シ日ズ
第 1 図 後静より奔幌戸，小島，ケンボッキおよび

低部に露出し，その上に段
琵琶瀬方面を望む段正面 (40--50 m)

丘操層と Lm層が見られる。

榊田 J，琵琶瀬の間南北約 9km ，東西約 4km の問には広大な湿原が存在し，琵百瀬

川が蛇行してその問を流れ，月 rr 細々長い沼を残しているの標高は 2--2.5 m で， ョ、ン，

アシ手が繁茂し，少し小高い所には i草木に混って，つつじ山百合等が咲き乱れる。

蛇行する川の水はこの低地に溢流し，野地坊主が乱立しその問赤誘色の溜り水が随

所にあり，深い所は胸まで没する所があるの

この減!京が東方浜中湾に向って移行する所に狭少な砂浜が延び，ここに榊町，浜中，

暮帰別，新 ;1[ ，琵琶瀬等の小部落があり，昭和 27 年 3 月 48 の十勝沖地震の余波の津

ワタヲチリヴー T

第 2 図 キリタップ湿原ゥ渡散布より北方を望むの

蛇片するのは琵琶瀬川
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波の被害をうけ，吏に昭和 35 年 5 月 23 日のチリー津波のI~には霧多布市街を含めて

最高 405cm の高波に襲われて全部落流失の惨事をもたらした所である。 またこの福

原の中に，新しい昭和 35 年版の 2 万 5 千分ノ l 地形図では標高 2.5m の細長い砂丘

様の高まりが，現在の汀線とほぼ平行して 3 条存在することが読みとれる，これ等の

細長い高まりの聞に新川，ジュンサイ沼，長沼等を初めとする小さな沼が同じく汀線

に平行して配列されており，かつての砂丘の跡と推定される σ

III 地質概説

*本地域の基盤を構成するものは，根室層群;と称せられる上部白望紀の地層で，根宅

半島から商に落石，霧多布，厚岸，到II路を経て，雄別ドーム，白糠半ドームの中核と
シポヴ

して，時々姿をあらわし浦幌まで連続し，東は水品島，ぷ発島をへて色丹島まで追跡

することができる o 本域地の根室層群は，下部より太田村層，門静層，カリカン層，

幌戸層，厚岸層，霧多布)曽に分けられる。太田村層の下位はノッカマップ層とよばれ

る玄武山質安山岩および集塊岩を主体としこれに凝灰岩，礁岩，ときには砂岩，此

**岩を挟む j也層で，石油資源開発の西別および標茶の試錐では，前者は 2 ， 049 m，後者

は 1 ， 666.8 mの坑底は，まだノッカマップ層であって，根室半島部のノヅカマヅブ層の

地表露出からみても，少なくとも 500m 以上の厚さが算定される。太田村層は根室閃

幅の根室層の下部，松本達自/;の N1 に該当し， 厚岸国 III 肩の太田村層はこの図幅の太田

村層の上部に相当する。本地域の太田村層は下位より 01， O2, 03 の 3 部層に分けら

れ， と部と下部は砂岩頁岩の互層，中部は凝灰質板状砂岩である o

門静層は暗褐色粗粒砂岩で浮石粒を含み， 略中央部に 10m 内外の礁質砂岩層を挟

有している。この地域の門静砂岩は厚岸方面の門静砂岩のような暗緑色の硬質砂宥と

は，やや異なって陪褐色のものが多いようであるの松本の N2 に該当する。

カリカン層は，その土に整合する砂岩，頁岩の互層で，少なくとも 3 枚の硬質粗而

岩質i疑民岩層(し、わゆるミホネ石ミ)を挟有している。粗粒玄武胃の岩[;t:が I可なり j正

入しているの本層は，松本の N2 上部に当たる。

*根室層群の泊革については筆者の一人である長尾のた未詳中生界を主題とした北

海道のジュラ一白望系ミについて(地下資報告 33 号 1965) に詳述しであるので参

照されたい。

料 1963 年 6 月および 9 月施行

-4-
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幌戸層は，その上にあって，いわゆる仙鳳祉泥岩層に相当する部分であるが，本地

域は非常に薄く 60，.....100 m の層厚であるの大体東に薄く，西方厚岸方面に近づくに従

がって厚くなる傾向がある。主として黒色頁岩よりなり，玄武岩岩床の注入がいちじ

るしく，ホネ石を数層挟有しているが， 1，.....2m の薄いものであるの根室凶l隔および

落石岬図l隔の恨室累層の最上部がこれに相当し，松本の N3 に該当する口松本は本層

の上に来る厚岸層をこれと一つにまとめているが，これらの対比の問題については後

章にのべる。

厚岸層は，上・中・下 3 部に分たれ，下部は黒色頁岩を挟む砂岩頁岩の互)普で，岩

相的に更に 4 つに分けることができる。中部は例の層間摺曲帯を含むもので，厚いホ

ネ石を挟有している。上部は砂岩部の多い，砂岩頁岩の互層帯で，頁岩中に炭質物を

含有し，石灰質の団塊を持っている。この厚岸層は，松本の N3，根室図幅の長節層の

全部，佐々保雄の汐見層(全面的にこれに該当するかどうかは，疑問であるが)に相

当する。中部の層間摺曲帯の上部および下部の 2 層準からアンモナイトを産する o

霧多布層は，厚岸図幅のチンベ層，床i草図幅のチンベ喋岩と鯨浜砂岩頁岩層を含め

]8) ォシヤマ・ソブ チポマナイ 昔ルキウひ

たもの，佐々保雄の老者舞，知方学，去来牛の 3 層を合せたもの，根室図幅の落石，

ユルリの 2 層を合わせたものに相当する。本層は顕著な喋岩層で，ほぼ中央部に砂岩，

頁岩，際岩の互層部をレンズ状に挟有する。この互層部が，かつて鯨浜，知方学等と

よばれたものであるが，霧多布島の露出ではこれがレンズ状に喋岩部に挟まれている

0)10)11)

ことが観察され，両者は側方に漸移するものであることがわかるのかつて，長尾は大

*黒島および末広の機岩層下部の互層部を厚岸層準と考えたのであるが，本凶幅の調査.

中にこの層準が，前記互層部即ち鯨浜および知方学の層準であることを知ったりこれ

については 1965 年に訂正発去を行なっている。以上述べた根室層群の各地層は，いず

れも東西の方向をもち，南に単斜し，その傾斜は 10，.....20°，断層による転位，反覆はあ

るが，目立った摺山構造は見られないの断層の型式としては，ほぼ東西性のものが先

行し，これを南北性のものが切断している。

デシネル

第三紀漸新世に属する天寧層は，本地域南西隅の散布附近に僅かに根室層群を被覆

して分布する。天寧特有の瞭岩層および砂岩，シルト岩の互層で，薄炭層を挟有して

いる。ここが根釧地域における天寧層分布の東IS~である。

*Pleurotomaria および有孔虫を多産するの

-6-
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祖臨

天寧層の上位には茶内属とよぶ火山性の堆積物が分布する o 主として砂，概，火山

灰芋よりなり，厚床図幅の風蓮湖層に対比され，おそらく釧路層の一部に該ごうするも

のであろう凸

本図 III 肩の北西部には 60 ，...... 80m の平坦面が広範囲に分布し この下に段丘棟層が見

られる。段丘陳層の高さは 40 ，......， 60m である。 乙の陳!膏は，かつては全地域を覆って

いたものと推定されるが，南部では現在所々削剥されて，あちこちに部分的に浅存し

ているに過ぎない。

この地域の平坦面上を被って広く火 111' 1生の堆積物が分布している。ローム，火山灰，

軽石等からなり，厚床地域から連続しているがとこでは発達が悪く，せいぜい 1m 内

外である。

沖積層の大部分は，榊町，浜 Iド西方の湿原地市を占め，泥炭，砂，喋等からなるの

また現海浜には海浜砂が分布している o

IV 地質各説

IV.l 根室層群

恨釧地域一帯の基盤岩を構成する根室層群は，この凶幅内の主な構成岩層である。

その全層厚は 1 ， 500 m十であって，厚岸国幅の 3 ，000m 十，厚床凶 l隔の 2 ， 100 m 十，

根室図 l隔の 3 ， 500m 十に比して，薄し、。

根室層群の基民部と推定されるノッカマップ層は，この地域では露川せず，その上

位の太田村層から初まり，門静層，カリカン層， I幌戸層，厚岸層，霧多布層に分けら

れるの

IV.I.1 太田村層 (0 1-0 3)

ヤ 太出付属は，この地域で、は 250m U、じ厚岸凶 i隔では 500m 以J:.，根室 I~I 隔では，
18)

ノッカマップつ層の上位を占める恨室果層のド部がこれに相主する凸又，佐久保雄の門
8)

静!昔の下部，松本述郎の (Nl) ，に対比される。本属は右十目的に 01 ， O2, 03 の部に

分けられる。

01: 太田対層の最下位を占める地層で届厚 150m 十，主として砂右，:rr岩の互層

よりなり，そのド部に薄い「ホネ行 J を挟んでいる。砂岩は l情褐色粗粒ないしは ilt 粒

で硬いの頁岩は暗褐色ないしは陥灰色で，やや佐賀である。分布は，乙の凶 III討の北東

部，浜中市街地の東側の各沢の rll に見られ，特に浜仁 II駅北東の沢中にはモンゾナイト
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に貫ぬかれた砂岩，:rr岩の互層部があり，走向東丙から N600E 内外，傾斜は南に

12，......，20° を示している。粗粒玄武岩の岩I~を挟む。

02: al l:に整合する凝灰質板状の砂宥屑で，厚さ 60m 内外，陪結色ないしは陥

褐色，粗粒，機質部を介在している o

03: 02 の砂岩層と門静の jj少岩層との間に挟まれた砂宥，頁岩等量の互層部で，

厚さは 40m 内外である。砂右は暗緑色，撤密， !i!，~硬で， I I'粒ないしは組粒，比較的

下部に場所によって層間異常摺 Iltl を示す部分がある e 浜中市街地の東方，浜中家畜市

場の沢の中で，かつて銅鉱床として稼行された旧坑附近がその擾乱帯の露出地である。

そこでは，かなりいちじるしい層間摺曲を示す砂岩.頁岩の互層部が見られ，地層の走

向は N 40 0W，あるいは N85°E とまちまちであるが，一般傾斜は市に 20 ，......， 40° 傾斜す

るのこの銅鉱床は，その北方のイ i英モンゾナイトの貫入に関係があるものと推定され，

近東唯一の銅鉱床として知られるものである。

IV.1.2 門静層 (Mo)

屑厚 300m 内外の陥緑色，暗褐色の怖が;砂岩層で，中粒乃至粗粒，一般に凝灰買で，

時に浮:(j粒を多く合んでいる部分もあるのほぼ中央部に 10m 内外の喋質部を挟有

し，稀に砂告，頁岩の互層部が見られる。砂岩は堅硬，紙密，植物化石の破片を合む

ポン·， nロト γil ドマリ

ことがある。宕相の変化は可なり著しく，奔 l幌r- j と赤泊中聞のウラヤコタンの沢のも

のは他の部分に比して，砂岩 ·n 岩の互層部が多いようである。本層はこの図幅の北

東隅から北西部に亘って，ほぽ東丙の方向に帯状分イ ji を示し，所々南北性の断層によ

って転位しながら IH に向って単科する。この層準は!享岸方面では有名な門静石を産す

るものに連なり，そこでは [noceramus Kushiroensis NAGAO &MATSUMOTO.

唱'

•

InoceramusshikotanensisN & M. Ostreasp. Terebratulinasp. 等の外たくも

*溢 1

ひとで、の化石の産出が報ぜられている。本属は厚岸|司 III面の門静層の下部に， I享!本， 司F

根宥等の東方地域の|刻 J~\ でわ，根室累)昔のほぼ中部に該うし，松本の区分でわ N2 に

IS)

当たる。また史に丙方昆布方面では，佐々保雄の門静!昔のほぼ中央部に相苛するであ

ろうのただし j毛布森 iズ)Ii l両にはこの同準の露 /1\ はなく，この上位のカリカン層が門静互

層として長下位におかれているの

IV.I.3 カリカン層 (Ka)

*筆者は厚岸国幅の門静信!とカリカン!日に 2 分している。
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本層は長尾が 1957 年にカリカン互!昔としたものであって，門静砂岩層上に整合する

砂岩，1'(岩の互層部である。かなり顕著なホネイ iが少なくとも三円挟まれており，粗粒

玄武岩の岩床が見られる。砂岩は lド粒ないしは細粒でH主に礁質になり，陪褐色あるい

は陪緑色を呈するの立むは比較的問く， I市灰色であるの層厚 140---200 m，下部は砂宕

優勢， em;は!'(岩優勢であるの本層は奔III足戸の東方ウラヤコタンの内側の海岸沿いに

ほとんど連続している仔露出があり ， if己灰白 l司塊を合む砂岩， nf-'Tの1:U骨がたホネ石ミ

を挟んで露出している。本同は従来いわれている門静!暑の上部相として，その II'に合

, められており，その上位の泥岩相 (illl鳳~I f: f目ざ相)との移化部とされているの

今回採集した本国の布孔.rH，化行は次の通りである。

ウラヤコ夕、/，赤泊間の海岸

ーー BathysiphonkushiroensisYOSH.

後静西の沢の七五，ど〔岩中

Silicosigmoilin α lutabaensis ASANO.

S.(I)tokachiensisYOSH.

Haρlolragmoides kushiroensisYOSH.

H. akkeshiensisto 初chiensis YOSH.

IV.1.4 幌戸層 (Po)

カリカン互層部の上位に整合する泥岩相であって，右相的には従来いわれている fill

鳳祉層に対比され，厚岸 i寸 ~I肩の尾 l幌川)語，恨室 i司市長の恨窒黒)曽の上司;に侶??し，松本注

目I; の区分では，その土位の厚岸層と共に N3 に当る。 It吉灰色の泥岩を主体とし， 2---3
モヲイト

)骨のたホネ{jミを挟み， fl~j に薄いシルト岩や砂岩が liE 、められるロ貰人の海岸で見られ

るように，かなりいちじるしい粗粒玄岩の岩床が道入している。本|訓話ではこの泥岩

毎 !再は 60---100 m の厚さを示すに過ぎないが西に向かつて漸次その厚さを明し，西隣り

の厚岸|司 i隔では 400---500 m，更に西方昆布森では 600 m , iill鳳~II:半島部で、は 700m と

算定されている。恨室半島部では本層をも含めて，それ以下の地層は宕相的に|豆分が

難かしいような状態にあり，根室|司III面及び落石凶III面では本層以下ノッカスッフ)曽i乙の

聞の地層を合めて根室累層とよぴ，その厚さは， 1 ,800.........2 ,000 m , 1956 年の佐々保雄

によれば根室泥岩層とよばれて 800m とされている。この泥質相はこの|当|隔に至っ

て，ややl足分可能になり，西方次第に顕著な発達をしていくものであろうの本層は松

木の N3 の下部に当うたるロただし，松本の N3 は，恨宅半島市;の長節全!脅に当るとして

9



*いるのでf仙山青奴1\JI.祉!止t層のt桜b民tむ冷七

IV.I.5 厚岸層 (Ah-A tJ)

見掛上は 111 晃戸屑に整合して重なる砂-5-， JJ:符の五屑古f)で，全層厚はこ ζ では 420m 士

である。岩相的に下部の砂岩，頁岩立;層. '1 1郊の民間間 Ifl iT1f.上郊の Iij! 芋f，タ;岩;主 J留

と 3f 誌に分たれるの本腐と下位の幌戸屑との関係は根宅，よ毛布森， 1111! 弘知ム半島では整

合と認められているが，浮岸方面では，その下部の患者れ l弱中経 R玄武岩の円擦の外，

砂岩 tf 岩の円磯も含まれており，あるいは小さな diastem があったのかも知れない。

しかし恨室料鮮の分布全体からはれば，この It"は整合的であり，かっ，根室半応部か
8)

ら丙方昆布.~方面までの右桐的な移り変りから，松本達郎のようにト郊の 1111 風間:周と

一つにまとめて単元層としている人もある。本層の特徴的な追跡鍵!醤としては ·t ，部の

層間桝山部があり，恨室半島部から丙方!学岸|得近まて、確実に述最 lc して追っかけること
日) ]約〉

ができるのしかし，昆布森および仙!は E止半島部ではこの)母準に~たるべき汐見絹と科、

せられる地層には，層 i沼南極の記載が剤、い。このことは，これらの両地域では層間摺

山部の ith; 出がなかったのか，あるいは，全然出問沼市 1 を示すような擾乱がなかったの

か，手 Ifれかと解釈される。との点更に迫求してみる必要があるが，後輩で述べるよう

に収集層群の堆積物が束から凶に Iムj って，漸次火 lUi 生の要素が少なくなっていくとと

から， ~.タ見凶のヰ主右完封寺には他の地成で起こったような海底地とがなかったとも考えら

れるのである門そうすれば，アド:!"語学々は汐見層とうと会対比がなし得るの

第 3 図 後静一悦) I 間以 If. 花?ト郊の lifti

ネ J事干 I!刻版における三谷タト 2 tio 似吹 i浸紹における小 1[1 内外 2 名の根室府，佐々の快

京泥岩対等にごLlる。

10~

‘

轟

d



右相的に三つに分けた本!曽を下部を Atl' 中部を At2， J二部を At3 とするの

Atl: 院Pi再の泥岩部のすぐとf立を占める粗粒玄武岩床を界として砂岩， t(岩の

ほぼ等量の互層があり，その中にも 3m 内外の粗立武岩の岩床を挟む。貰人附，;1]:では

20m の層厚を示す。その上位は版状砂岩 (20m)，黒色頁岩(10 m)，更に上位に再

び砂岩 . t(宕の等量の出曽 (80m) が果重する。 At3 の全層厚は 130m 内外，砂岩は

灰色あるいは|店灰色，ときに傑質になること

がある。この層準にはホネイiを含まない。..
At2: 厚岸層の中で，最も特徴的な層間摺

柏市をちたむ層準であって，層厚 130m 内外と

~ 推定される。全体的には砂岩部優勢の互層で
モヲイト ポ:.-，r，ロ 1・ シ I} :，-ス

民人海岸，奔i幌戸海岸，後静海岸，榊町海岸，

榊IHJ浜中駅間のノくス道路す:に露rH し， よく観

察される。この層間摺曲部には，いわゆる，

ホネ行が介まれ，厚いものは 3m に達する。

砂宕は下部と同様な灰色あるいは暗灰色，立

岩は虫色又は暗灰色である。

本層の下部および上部にはアンモナイおよ

ぴ有孔虫を産iHする。下部のものは，かつて ，明咽F思I1~J>_~主馬嶋官《ご

主主首山引J;右干引it;品1?11;出l

b

第 5 図 奔幌戸海岸の含化石砂岩(厚岸層ド部の層間摺曲部)

×印はアンモナイト庄 III 地点
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層間摺曲帯中の砂岩中であって，

GaudrycerasaffKayei(FORBES)

および有孔虫としては，

Bathysi ρhon sp.

SilicosigmoilinajutabaensisASANO.

Dentalinasp.

Nonion(?)sp.

Bulimina(?)sp.

AnomalinatennesseensisCUSHMAN.

CibicideshamanakaensisYOSHIDA.

その他 Brachio ρoda を産出する。

:20)

更に吉田は，貰人の東方，海浜沿い 4km の恵茶人で，本層準と同一層準から

Pachydiscussubcom ρressus obsoletusMATSUMOTO

令

•
を得ている。これは樺太の上部白望紀竜ケ瀬層群から Holotype が記載されているも

ので，厚岸層の地質時代を上部へトナイ世とする理由の一つになっている。

既に述べたように，この層間摺曲帯は根室半島部の長節層の中に含まれ，落石，恵

茶人の海岸から後静を経て，厚岸の海岸まで追跡することができる。

At3: 砂岩，頁岩のリズミカルな互層で，一般に砂岩が優勢である。仙鳳~II:，幌戸

海岸，琵琶瀬川南部の海岸に好露出があり，その層厚は 150m と算定される。砂岩は

灰緑色又は灰色，頁岩は黒色又は灰色で，ホネ石を挟まない。頁岩中には炭質物を合

むものがあり， 2-3m の粗粒玄武岩岩床の進入が認められる。

筆者らの今回の調査では，第 2 表のような有JL虫を採集したり

IV.I.6 霧多布層 (Ki) 轟
オシヤマヴプ チポマナイ

仙鳳祉半島，昆布森方面で老者舞喋岩層，知方学砂岩泥岩層，去来牛喋岩国とよば

れたもの，厚岸方面でチンベ傑岩層，鯨浜砂岩頁岩層，根室方面で落石累層(恐らく

はユルリ累層もこの中に含まれるであろう)とよばれ， また松本達郎区分の N4 の層

準に相当するものが，この霧多布層である。顕著な喋岩層で礁は組粒玄武岩，輝緑岩，

安山岩，玄武岩，砂岩，頁岩等の円喋，径 3-10cm のものを多く含み， 暗褐色の粗

粒砂によって比較的堅く謬結される。全層厚は 300m 以上と算定されるが，中に砂岩，

R岩の互層部が大きなレンズ状をなして介まれてくる。この互層部が，知方学層とよ

- 12-



第 2 表 !手岸屑有孔虫化石表

)ゴ準 名

採 集 {悶 ヤ
汀

I
y

..
Bathysi ρhon kushiroensisYOSH.

B. sp.

SilicosigmoilinafutabaensisASANO.

S.(Bramlettia)kushiroensisYOSH.

HaplophragmoidestokachiensisYOSH.

H. akkeshiensistokachiensisYOSH.

DentalinakushiroensisYOSH.

Nonion?sp.

CibicideshamanakaensisYOSH.

4跡

c. sp.

[人 t2 At2 両肩 λム!

lf紬j ホ。 W:J JlJ一人三上 l六上 l
l豊|手 1書|番[番!
/、 川コ I

万岸|ト岸川山尺流;沢流

IR I I C
F

R

R

C-普通 F一少 R一稀

R

R

F

R

R

R

F

R

R

古同鑑定

ばれ，また鯨浜層とよばれた部分であって，本図幅内の霧多布島で，そのレンズ状介

在の模様がよく観察される。乙こでは島の西岸部で約 120m を算える互層部が，東岸
ヒラリツず

部では， 僅かに 25m 内外となり， l司幅西南 i喝の火散布沼附近では，互層部は更に)よ

く分布し，喋岩部を上下に 2 分し，喋岩部中にも更に小さなレンズ状互層を挟有し，四

隣りの厚岸凶|隔に延びているの厚岸凶幅の鯨浜，末広方面で喋岩層の下に来る互層を，

厚岸層に対比したが，霧多布島における分布状態や，その互層部の岩相，化石等から

みれば，これは，瞭岩層中の互層部に対比されるべきものである。従って，大黒島の

*語 化行吊;を合む砂岩，頁岩の互層を長尾がかつて， I享岸層準に対比したことは誤りであ

*って，この点既に 1965 年訂正発表を行なった。

この!吾互市の下位を占める傑岩帯は援多布島北岸から琵琶瀬低地'市にのび，更に断

層のため転位して琵琶瀬川川口から丙にのび，ここでレンズ状に消失して，いわゆる

鯨浜十日の互層部と移過する。乙の喋岩市は北方，断層のため反覆再届出して，榊田J低

地市および三番沢，四番沢の中流地帯に出現するが，全休が語itJ不良の低地市である

ので，ほとんど露出はなく，極めて僅かの露出を確認したにすぎないの

*床河悶幅。
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この際岩部と，下位の互層部との境界は，美事な一線を示す部分もあるが第 6 凶に

示すように，上位の陳岩の下底が下位の互層部の一部を切って堆積している所が見ら

れる。また互層部に近い上部の瞭岩部に砂岩をとりこんで，第 7 図に示すような状態

第 6 図 霧多布島東岸の互層部とその上位を占める礁岩部

の関係，ホネ石の層準が礁岩によって切られている

第 7 図 霧多布島北[Jy岸，上部機岩持中にとりこめられた

投!、岩用

になっている所もある。これらの現象は，削剥と言うより，むしろ，堵;積時における

変動の結果の現われであって，全体としては不整合と考えるべきものではなし、かも知

れないが後述する Danian との境界の問題に何らの豆、味を持つ可能性も存在する。こ

の互層部は全体としては砂岩，頁岩，シルト等の互層で， 土位近くにミホネ石ミを挟

み，また石灰質問塊を有する部分もある。砂岩は灰色ないし，灰緑色で，19:岩は黒色

あるいは灰色，シルト質の部分は灰緑色を呈するものが多し、。瞭岩部のすぐ下のこの

-14-
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互層部は黒色頁岩，灰色砂有のリスム互層で，石灰質問塊市があり，黒色点目巾には二

枚介，有子L虫手の化石を多く合んでいる。

••
..

第 8 図 説散布|何万海岸の上部礁岩層

本層準から産出した有干し虫化石は第 4 表に示した。化石は有孔虫のほか ， Propeaｭ

musium や Acila ， Dentalium すの破片が多

数含まれている o 霧多布島における本層準の

岩相は全く大黒島とは様であって，産出化石

も亦同種類のものが多いの

この互層部の上位に来る礁岩部は，いわゆ

る去来牛喋岩層とよばれたもので，岩質的に

はド部のものと全く同じである。?喜多布島の

' 南東部， R喰暮帰島の主部，藻散布以 l有の海岸

の喋岩層は，この層準に属するの

霧多布層 1('の喋岩の礁の組成について調査

したのであるが，次の第 3 去に示すように大

部分が中性乃至塩基性の火成岩であって，稀

に含まれてくる黒色あるいは陪灰色の立岩，

砂岩については，その由来を明かにすること 第 9 図 キリタップ島西岸，礁岩

が出来なかったち 部直下の互層部(鯨浜岩相)

- 15-
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第 3 表 i荷版関苦手と銀三{Jill fi1'の機右組成比較表

:k. 水成手 f 変);支店ィ J成 茸i
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V
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P

B

B
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i
a
a
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I
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B Shale

N {HornblendeｷBiotiteAndesite

(PyroxeneBasalt

IBiotiteDiabase
B く

IHornblendeDiabase

lPyroxeneDiabase

Fine
Sandstone

AｷｷｷAcidicrock N..ｷNeutralrock B・ ..Basic rock

!:認の五日成表を見ると，キリタソブ燦 JEi JI~~ Lドのものは，中性あるいは極主性の火成

岩煩であって，乙の点では， \-.(立の J~ 言Ij機:白!脅の組 h1i:と大ぷは ifZ められなし、。実際，

野外に於て，この!勾 -::j告の接触出で、ある涼散布 j何方の海)i~で 1立，単に(竣れのみでは，こ

の!占 j長は~説めて類似しているの ~h ， 参考のため 1::. に掲げ f二号Ij保ぽ料出 J いには顕著な

酸性忠一煩の密告が混入してくるのこの棟計の中に概めて j元首:に入ってくる輝 iAIJ 煩につ

いては，少なくとも現在の段階ではその山来地を明かにすることは難かしし、。ノッ右

マソブ屑の下位にそれがあるのか，あるいは速くから J'>fばれて米たものか，将:4えの研

究に待たなければならないの

今回の凋伐によって，この屑 i手から採集した伝子 L虫{ヒ fi は次の:&.に 7J\ したの

- 16



第 4 表 子募多 (fi ;言 ffp fj 孔虫{ヒ Ci tさ

, C F F C

R [R

R

R

R

R

R

'R

VA , VA', F

R Eミ

R

F R

R

F

R

C F

iF fしC ， R

F

R

FiR

R

R

d.excavataCUSH.& WATER.H.

Bathysij うhon kushiroensisYOSHIDA.

B. eocenicusCUSHMAN& HANNA.

!Haplophragmoidesa!?keshiensisYOSHIDA

H. kushiroensisYOSHIDA.

j・

ヂ

it H. akkeshiensistok αchiensis YOSH.

H. 同:gosa CUSHMAN& WATE宜.

Fよ Sp.

TextulariaakkeshiensisYOSH.

T. .akkeshiensisoboroensisYOSH.

T. sp.

Marssonellasp.

T〆刊och 官m例In αsp.

バη仰P

Siμlicos 訂igl ηm何wilin 町1釘Kα1 futab αens 幻is ASANO.

Sｷ. (Bramlettia)kushiroensisYOSH.

S. futab αensis tok αchiensis YOSH

S. sp.

Rοbulus d.macrodiscuskiritappuensisYOSH.

R. ct.munsteriCUSH.

R. sp.

Lenticuiinaspp.indet.

Dentalinact.consob グina D'ORBIGNY.

D. d.ba 幻iぅian αta CUSH.

D. ct.falla:xFRANKE.

D. ct.lorneianaD'ORBIGNY

D. sp.

Nodos αria ct.corsicananaCUSH.

N. d.velascoensisCUSH.
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NodosariaaffinisREUSS.

N. sp.

PseudoglandulinamanifestaCUSH.

Elli ρ'sonodos αri α stephensoni CUSH.

E. allexanderiCUSH.

E. d.minutaCUSH.

E. sp.

SaracenariatriangularisCUSH.& CHURCH.

S. d.triangularisCUSH.& CHURCH.

S. urahoroensiskaw αruppuensis YOSH.

S. sp.

EntosoleniaorbignyanaCUSH.

GuttulinacretosaYOSH.

GlobulinalacrimaREUSS.

G. lacrimasubsphaericaCUSH.& OZAWA.

G. sp.

Pyrulina?sp.

Buliminad.velascoensisWHITE.

B. d.kick αρ ooensis COLE.

B. d.kickapooensispi匂ωCUSH. & PARKER.

B. d.Iαddi CUSH& HEDBERG.

B. sp.

Buliminellasp.

Bolivinad.incrassataREUSS.

B. sp.

LagenalaevigataREUSS.

L. substriataWILLIAMSON.

OolinasimplexREUSS.

Stilostomell αspp.

Triloculinasp.

:IIRI
R ..

R

唱k
R

R

R

R

R

R

R

R

R R IR

R

R

R C

R

A IRicI IRI I I
調島

R

F

R

R

R [lll
R

F

R
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..

Valvulineria?sp.

Quinqueloculina?sp.

Discorbissp.

Gyroidi 附 urahoroensis YOSH ・

G. Sp.

Allomorj うhina minutaCUSH.

Nonionsp.

Virgulina?sp.

E戸onides a.抑制 i YOSH.

E. tokachiensisYOSH.

E. urahoroensisYOSH.

E. hok 初idoensis Yos 沼.

E. hombetsuensisYOSH.

E. sp.

Rotaliasp.

Pulleniad.cretosaCUSH.

P. 自p.

AnomalinatokachiensisYOSH.

A. sp.

Globigerin α triloculinoides PLUMME 宜・

G. d.pseudobulloidesPLUMMER.

G. d剛 compressa PL むMME 豆.

G. sp.

CibicideskiritappuensisYOSH.

C. sp.

AIC

R

'*

R

R

,J.

VA 綴多 A: 多 C 首通 F: 少 R :f高 (吉田鑑定)

R

日R
R
F
R

IV.2 第さ紀層天管層 (Te)

本地主'X南月間の起石の背後斤皮および，その海浜に 2kmx 1km 内外の範聞に第宍

紀漸新 l吐に属する天家j脅が分布する。
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本層は根室層群を不整合に被い，走向ほぼ東西，市に 10"，，15° 緩斜する。この不整

合は散布東方のローソク岩附近，藻散布から火散布に向う道路脇，藻散布より市の海

岸沿い，等でよく観察される。

ローソク岩附近では，天寧層の下位は鮪;浜相のキリタップ瞭岩層で黄褐色，黄緑色

のシルト岩が N600EjSE20° で連なり，玉葱状構造がよく発達する口この上に不規則

面を以って，天寧層特有の赤玉を合む喋岩層が乗ってくる。また藻散布の道路わきの

切割りでは N400W 方向の小断層で何回も切断された両者の不整合面は N600WjSW

15° をなし下位の根室層群は前者と|司様鯨浜中目の灰緑色、ンルトである。

藻散布海岸のものは，下位は瞭岩部であってその上に天寧層の瞭岩部が重なってく

る ο この天寧の喋岩部は赤玉が少なく，ほとんど黒玉の喋宕で，一見別保陳岩を思わ

せるものがある。天寧層特有の赤玉喋はその上 3m 位上から出始めるが，この間は漸

移的であって，ここに別保礁岩の存在を肯定するに足る事実はなし、。この天寧喋岩悼

の少しと位に礁岩・砂岩・頁岩の互層部がある。喋岩は青灰色，黄緑色等で l時:に非常

に堅いものもある。頁岩は青灰色である。ここに 60em 内外の粗忠炭が挟まれてい

る。この炭層は傾斜方向に薄くなり 10mi 立の所では 10em 位に薄化している。炭質

部は，アイヌ ill甲の礁岩部中にも見られ，ここには珪化木を合んでいる。

現在までのと乙ろ，この地点が根室， jfJlI路方面での疋寧層の分布の東限であるの

IV.3 第四紀層

この|司 III肩内に発達する第四紀層は洪積世の茶内層，段丘堆積物層，沖積世:の火山性

堆積物層，氾 j監原，湿地堆積物および海浜砂よりなる沖積層によって構成される。

IV.3.1 茶内層 (Ch)

茶内市街地の北方を流れる，ノコリベツ) II 流域附近から北方に分布し，茶内原野を

通る軌道沿いの道路に，良好な露出があるり

この地層は第 11 凶の柱状凶に示したように，泥，火山灰，砂，砂礁などの、ら構成さ

れているの

泥は，やや黄灰色ぎみの色調を呈し，火山氏質で，かなり水分を含んでいる。

砂は，灰黄色~灰白色で，粗粒，場所によっては，みがき砂状になり，褐鉄の濃集

帯を 2 枚はさんでいる所もある。

砂礁は，部分的に発達し，所によっては， 2m 以上の厚さをもっている所もあり，

茶内市街北方の軌道沿いで，砂利採取をしている。これらの慨は最大 2em 位で大部

- 20-
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分は 1cm 以下である。

以上述べた右層は，厚床凶II屈で!見蓮NJli曽とよばれたものに類似し，且つ，その分布

状況や賦存状況も，それと一致するようである。従って，この|斗!隔の茶内層は，風蓮

湖層の一部に該、月するであろう。更に J言及すれば，到II路層と称せられるものの一部に

当たるであろう。

IV.3.2 段丘堆積物層 (T)

凶l隔北西部に，根室本線が縦走している 60m 内外の平坦面が!ム.く発達しているゥ

この台地を切りこんでいる沢の]頁部近くに，段丘喋層が見られる。この堆積物は，砂，

礁などの不規則なi甘積相であって，礁の大きさは，最大径 20cm ， 大部分は 4-5cm

大である。

flr

Jゐ

この Jw.積物は， r交正形成当時には，

現在見られる 40.--'60 m の平坦面上

に，全域に亘って，堆積したものと

思われるが，現在は，その後の自 IJ 剥

によって，所々断続的な分布を見る

に過ぎなし、。特に l司 II! 高の南西部で

は，基盤を構成する恨宝層群の臼こ

直接，沖積 ttt の火山灰，軽石等が乗

っている。

/
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事

事

3 4km

第 10 図茶内一浜中間第四紀層

柱状記載地点区!

IV.3.3 火山性堆積物層 (Lm)

この Iklll! 面全域に亘って，平坦面土に極めて，広範囲に分布し， ローム，軽イ1>火山

灰， I高値土などから構成されている。特に良好な露頭は，添附した柱状凶，第 11 去の

匂 No.21 のように細分することができるが， 大部分の所は再 III 不良のため， この閃幅

では一括して，火山性堆積物層として取扱った。

以 tのべた II者宕居中，最上部を占める軽イ fは黄褐色を呈し， f王 3cm 以ドのものか

らなり，本 l司 II!面のみならず隣接する，姉別，厚岸，厚床の各 l寸幅にも!よく分布してい

るの

IV.3.4 沖積層 (AI)

この|司似の略 J ~I 央部， i兵中汚、に I面する榊町から，詰古瀬川の川口まで，ここに広い

1;& 原が見られる。この陣原内には，泥炭，砂， fi少珠，粘土手の現在の琵琶瀬川の氾濫

- 21-
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茶内一浜中間第四紀層柱状図第 11 図

原堆積物が見られる。既に地形の項でのべたように， 2 万 5 千分の 1 の地形図では，

この湿原の聞に|郎、砂丘と思われる起伏が規則正しく配列し，現在の浜中湾の汀線と

'Ii'ほぽ並行して存在することが示されている。現在，この湿原は湿地帯で踏みこむこと

が出来ず，はたして，本当の砂丘であるのかどうか，見定めることが出来なかった。

図幅南部の火散布沼 p 藻散布沼の周辺には，かなり広い湿地帯があり，そこにも，

これら氾濫原堆積物が存在している。

海浜砂は，浜中湾，琵琶瀬湾によく発達しており，ことに琵琶瀬と，その対岸の険

暮帰島とは砂唱で以て連結し干潮時は徒渉して通行することができるの
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V 火成右類

本凶幅内の火成岩類の分布は，極めて少なく，根室層群中に遊入している組粒玄武

岩岩床と，浜中含銅硫化鉄鉱床と関係ありとされている石英モンゾナイトがあるの

V.I 粗粒玄武岩類

根室層群の各層の中には粗粒玄武岩類、の岩床が多数認められる。特に，厚岸層， I悌

戸層，カリカン層，太田村層に多い。

本l司幅内の粗粒 i玄武岩類中には斑状玄武岩とも称すべきものもあって，粗粒，完品

質で，深成岩構造を示し，外観は黒色ないしは暗緑灰色，斜長石の斑品が極めて顕著

に認められる o 時には，やや斑状構造を示すものも存在する。斑品としては，普通輝

石，科長石，緑泥石化した撒憤石，および紫蘇輝石が最も普通であり，石基中には普

通輝石，科長石，磁鉄鉱，緑泥石，紫蘇輝石，ガラス等が含まれる。もっとも普通に

ある組面粗粒立武岩は，外観灰黒色ないし陪灰緑色，構造は完品質，粗粒で，主成分と

しては，普通輝石，斜長石，アルカリ長石， ソーダ輝石，エジリン輝石，黒雲母，角

閃石，緑泥石化した徹関石を有し，国 IJ成分として，磁鉄鉱，燐灰石，緑泥石，絹雲母，

カオリン，菱沸石，方沸石を含むの

V.2 石英モンゾナイト

浜中駅の北東方的 800m ， I院戸に向って流れる川の最上流にモンゾナイトの露出が

ある。現在，石切場が{乍られ，道路用として採掘されているの乙れはアルカリ質撒撹

石組面組粒玄武岩から分化したもと堆定され， 根室層群の最下部太田付層の 01 中に

層状道入をしている o この 03 の砂岩， R岩の互層部中， 層間摺曲を示す部分がある

が，恐らく，この道入岩の影響があったのであろう。

外観，閃緑岩に似て，暗緑色の輝行と桃色の長石が大きな斑品として認められる。

顕微鏡下では，完品質，粗粒，主として，アルカリ長石，斜長石，普通輝石，撒償

石，黒雲母などからなり，少量の石英，燐灰石，方沸石， ソーダ沸石，磁鉄鉱，菱沸

石などを含んでいる。なお，この石英モンゾナイトの小岩床は，赤泊の南方の岬， Att

の互層部にも見られるが，添付地質図には粗粒よ武岩中に含めた。

浜rlJ 駅附 j庄の本官の分布は，現在上位の瞭層やローム層に被われて，谷の I十1に小部

分の露 1t1を示すに過ぎないが，浜中駅の方に， もっと大きな拡がりを持つもののよう

であるの

本岩の詳細な岩石学的な記載は，既に，昭和 34 年，藤原哲夫によってなされている
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ので，ここには再録しない。

VI 地質構造

東方，根室半島部から連なっている根室層群は東西走向，南傾斜の構造を，そのま

ま，この凶III福内に持ちこみ，各層は 10----20° の l有傾斜で，東西方向，あるいは東東北

第 12 図 キリタヅプ凶幅南西地域地質図(第同紀用を取り除いたもの)
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方向に連なっている。これらの地層を切るほぽ南北方向の断層が顕著に発達し，地層

の食違いをもたらしているの西に隣接する厚岸|ヰ幅に見られたほぽ東西惜の断層が，

同じくこの|司幅内の西部に推定され，地層の重複が II~ぜしめている。以上述べたよう

に，地質構造としては，極めて簡単なものであるが， 1氏平な台地の切りこんでいる沢

中にだけ露 IUがあって，債の連絡が把握しにくいこと，および，浜中湿原ドの地質構

造が，添付した地質問のみからでは，中々理解しにくいので別に，第四紀)司を剥がし

た地質を第 121司に帰け、た。

Atz)吾準および、 01 層準の中の府間摺由については，各その項で述べたが ， Atz 屑準

のものに比して 01 層準の摺 1ft]が非常に小規慎であるので ， 01N号準の摺 lft]は粗粒玄武

岩，または石英モンゾナイト道入の余波をうけた撹乱部と推定される。 Atz 層準の層

間摺 11H は，非常に大規模なもので，根室半島部の長節層中の顕著な摺曲借と連なり延々

70km に亘って j自跡することができる。その起悶としては，根室層群の堆積 14-lに起こ

った海底地すべりの結束;と考えられている。根室同町 I~ 休の堆積十日は東方程火山活動

が激しく，西方次第に穏やかになってゆく傾向があり，この激しい火山活動による海

氏地すべりの結束，ほとんど同じ層$ニに，著しい層間摺曲部が見られるのであろう。

第四紀， ~jiJ責 til:の茶内層は，同 III長の北西隅に!浪られており，そのヰ t積状況は，ほと

んど水平であるが，僅かに北方に向って傾斜しているようで，茶内!脅の:li t積盆地の中

心部は，もっと北に存在していたようであるの

VII 応用地質

応用地質として記載し得るものは，極めて少なく，僅かに行付とかつて稼行された

合銅硫化鉱床があるにすぎないの

VII.l 石材

イ i材は浜中駅の北東方的 800m の沢中の石英モンゾナイトが現在，道路用として保

摘されているのみである。

VII.2 合銅硫化鉄鉱床

かつて国光鉱山と称せられて，日本鉱業によって探鉱坑道が切られたが，昭和 20 年

7 月休山となり，その後は政置されている。現在は，坑 n らしきものが洩っているの

みで，坑，;13:は水没し，露頭も残っていない⑦坑口附近に散在している壌右中に硫化鉄

鉱の鉱染部が見つかって，その存在が肯定されるのにすぎない状態である。
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現地は浜中駅の南東方約1.3km の沢中で， 地層は， 太田村層上部の 03 層準の砂

岩，頁岩の互層帯で，所々層間摺曲部が認められる o かつては黒鉱式鉱床と考えられ

ていたが，その後，昭和 34 年，藤原哲夫が，アルカリ質撒構石粗面粗粒玄武岩の火成

活動に関係のある特殊な交代型合銅硫化鉄鉱床であると発表したものである o

VIII むすび

道東根釧地域には，根室層群とよばれる上部白望紀層が広く分布し，その地質時代

*は上部浦河世からへトナイ世に及ぶものとして知られている。この霧多布図幅を以
て，根室から昆布森までの太平洋岸の根室層群は一応，全部連結を完了した。そこで，

各地帯の根室層群の岩層対比を行ない，その岩層変化，化石の示す問題について言及

したいと思う。

根室層群の広がりは，ここで取扱う昆布森より更に以西にまでのび本別，足寄地域
力ワル‘ソプ

では活平累層(仙鳳Ifl上層準)および，川流布果層(厚岸層準)とよばれ，浦幌層群の

基盤をなして分布し， その分布延長は東西に約 180km， 色丹島の分布を入れると，

更に l00km を加えた広大な範囲を占める。北方は広い沖積原野に被われて詳細は不

明であるが，石油資源開発会社の西別試錐が，太田村層および，ノッカヌップ層を貫

ぬいていることから，南北は少なくとも 50km の広がりを持つものと推定される。

本層群の下底は現在迄のところ，不明であるが，知られている範囲では，最下部は

ノッカプップ層とよばれる玄武岩質安山岩および集塊岩を主体とし，これに凝灰岩，

砂岩，泥岩，喋岩等を挟む累層であって，少なくとも 500m 以上の層厚を有するもの

である。本層の露出は根室半島の北部に|浪られ，他の地域では，地下に潜って，地表
シポツ シコタン

の露出はないのこれと同層準と思われるものが，南千島列島まで延び志発島，色丹島

では又古丹噴出岩類とよばれている。本層からは，根室半島部で(根室北部凶幅)

InoceramussehmidtiMICHAEL

ょ Shikotanensis MATUMOTO

Dentaliumsp.

その他 Brachiopoda の産出が報ぜられているが ， Insceramusshikotanensis の同定

*最近はほとんど全部をへトナイ世と解釈している人も存在する，有孔虫方面の研究

からはこの可能性が強いのであるが，本図幅ではイdぶ従来の説の通り浦河世ーへト

ナイ世とした。
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* S)
に疑問が持たれている。松本達郎は，これを No とし ， Inoceramusschmidti を特徴

1五〕

化石とする層 it とし，同氏の白望系|定分の Ke α に対比されるとしたり最近岡崎，長浜

は尾幌凶|隔で，太田付属のド位に火山砕層岩で特徴づけられた一連の地層を記載し，

あるいはこれがノッカマップの上部に当たるのかも知れないが，産 11-\化石として

Inoceramusshikotanensis を産し ， I.schmidti がまだ知られていないので同定を差し

ひかえているようである。あるいは，ここにノッカマップが顔を lH すのかも知れない。

太i司付!骨は，厚岸附近の門静石切場の門静砂岩のド位に来る互層部で，以前は門静

層の l ドに合められていたもので，小型の Inoceramus を産出するの根室方面では根室

県層の下部に該当する。根室半島ではノッカマップ層より上位の根室累層と称せられ

る地層は，根室図幅によれば砂岩と泥岩の厚薄の互層帯で激しい粗面粗粒玄武岩の岩

!よの~入をうけた約 2 ， OOOm に及ぶ累層とされていて，東部地域程各岩層の区分が明

瞭でない。従って，恨室累!膏と称せられるものの中には，太田村，門静，カリカン，

仙鳳祉の各層準が含まれていることになる。しかし筆者の考えでは，これらの区分は

全然不可能のものではなく，太出村下部のホネ石。カリカン層中のホネ石， flli 鳳~I l:層

準の山岩中のホネ石等を追跡することによって或程度の区分ができると考えられるの

石油資源開発会社の猪間技師は，これによって大体の層準区分をしているが，細部に

亘っては， まだ再吟味を要する "r，\が多々残されている。松本達郎はこれを Nl として

標準化石に Inoceramus shikotanensis を指示している。

II~ 静層は有名な門静石の石切場に好露出があり，根室累層のほぼ中部に該当するも

のと推定されるが，根室半島部では，斑点のある砂岩が，泥岩，角喋岩等と}C D脅して

いて，標式地のように厚い砂岩層として，まとまっていなし、霧多布 l司I幅内では，丁

度この移り変り位の所で，かなり厚い版状砂岩が主体で，少量の互層帯を挟んでくるの

0- Inoceramuskushiroensis を特徴とし，有孔虫としては Bramlettia ezoensis, Asano-

sρ ira nakagau'aensis, Spiroρlectammina grjybowskii， などを産する。

本層は厚岸地域が，砂岩層として一番まとまった岩相を示し，西方尾l梶川附近では

**j尼官との互層を交えてくる。門静石として特徴のある灰緑色，斑点状の砂岩は，必ず

*恐らくは Inoceramus schmidti か

料 IIJiJ 崎，長浜の尾幌川図幅には本層の i二部にホネ石を挟む互屑を記載しているが，

筆者の区分では，これはカリカン府の層準に当る。筆者の門静層プロパーにはホ

ネ石を含まない。
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しも，門静層準の特徴ではなく，根室半島部では，恨室累層の下部にこの種の砂岩が

あり，霧多布凶幅でも，太田村の層準に，この種の砂岩層がある。本凶IIIι 厚岸凶幅，

での筆者の区分は，ホネ 1:i を挟む太田村，カリカン両層の間に来る砂岩部を門静層準

に同定してL、る。松本達郎は，これを Nz とし K6P に当たるものとしている。

カリカン層は，門静層(広義の)の上部の互層市から筆者が抜き出したもので，既

に述べたように，ホネ石の挟みを頻繁にもってくる。地質凶作成上から抜き出したの

で，下位の門静層とは横に明瞭な一線を劃し得るものではないが，少なくとも野外面

では，ホネ石を含む帯として識別することができる。

仙鳳祉層は標式地では，厚い灰黒色の泥岩層で代表されているが，単に泥岩相だけ

として取上げてみると，各地域で非常に厚さの変動が大きいのである。根室半島部の

ように単層として識別し難い所は別としても，霧多布図幅では， 根室に近い東部は

60m 内外にすぎず，西方次第に厚さを増し，厚岸図幅に近い所では 100m 内外，更

に西に行けば 500m，厚岸附近では 1 ， 000m を算する厚層として露出するの尾幌川方

面に到れば，少し薄化して 500m 内外，昆布森附近では 600m と算定されている。本

層は更に西方にのびて，浦幌地域の爽炭層の基盤岩として露われ，足寄，本別地域に
G)

まで延びている。足寄太凶幅ではサマツキボンベツ泥岩層 (350 m+) とよばれ，空

矢口層群に属する硬質砂岩，輝禄凝灰岩，枕状熔岩，組粒砂岩，赤色チャートなどから

なる累層と断層で切する。このことから，浦幌以西地区では，根室層群は，下位の地

層を欠いて，仙鳳 ~l上層準の活平累!曽から初まるのではなし、かと推定される。

7) 1G)

さて，同じ地域の本別凶 II!面および首'室 l司幅では，活平累層とよばれ，前者は 860 m 十，

後者は+ 600m とされている。またこの地域と釧路炭旧の間にあるウコタキヌプリ凶

|隔では 1 ， 000 m---1,300 m，上茶路凶幅では， 800m，以上とされているの

このように，西の方では，比較的安定した堆積物である仙鳳祉層準も，東の方では

非常に不安定な堆積相で，上下にかなりの互層部があり，一部は上位の厚岸層の互層

部と， 1 部は下位のカリカン互岡市と混然としてしまって， ut岩部だけを抜出すこと

が困難となる位である o 松本は， ;4>: J首とその上位の厚岸層を一括して N3 とし，特徴

化石として，指示石として Pachydiscus aff.obsoletus を挙げている。

仙鳳 ~l f:， 厚岸の両!曽の相互関係について -a すれは・，仙鳳祉層の薄い所では，厚岸

!吾が)享いとか，またあるいは，その反対の現象が見られるのではなく，厚岸図|隔では

仙鳳 Wl r.層 1 ， 000 m に対して厚岸層 750m ，昆有 i森図幅では 600m と 600m ，霧多有 if 司

28-
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i隔では 60~100 m と 420m ，と，むしろそのよ円減を同じくしているのまた，そのt:下関

*係も常に if己む!昔をドにして互門店I;がとに来ることからも回準的には常に 2 つに分けら

れるのでこの両者を同II!j'異出と見ることはできない。

厚岸!骨準は根室半品部で、は長良jll曽とよばれ)享7~\1削 j丘までは，本!同の特徴である)世間

摺 1111帯で特徴づけられるのこれが比イIi森方而や fill鳳~II:半，t;'j，尾l院では， ~タ見回とよば

れる砂行，以岩の正!骨になるが，ここには岡山間rln ， n~;が litめられなし、厚岸を境とし

て，東部にあれ程顕一斉な国間摺;ttト(貯が，何故西部の同!骨準の汐見回の'I'に見られない

のかの

この層間摺1111 を海底地すべりが!以閃とすれば， )手 J~t-~ を i立とする急激な消失に， f口Jか

特別な理由がなければならなし、。根室同 inの火成目到jによる影響は東程強く，回に向

かつて，次第に剥くなることは事完であるが， I手J+:{巧をはさんだ東四 1~1側で，こんな

に異なっていることには，やlJか特別な説明が必要でありそうであるのまた，汐見!首と

称せられるものの中に， )J)J~ 、ながらも摺 III卜出-があって，見逃されているのではなかろ

うかという考えもあるが， itイti森，尼l幌， I斗 III討の中には，摺曲部のことは，少しも出

**てきてないし筆者の一人の長尼が床浬|ズ JI幅中の汐見回をみた所では，そういう現象

は見られなかった。この現象については，もう少し克明してみる必要があると考えら

れるの木層準からは，根室 i司 III 面で，

Neophyllocerashetonaiense 九1ATSUMOTO

を産し，淳多布ではこの摺 rll]' 市から

GaudrycerasKayeiFORBES

を産し，また落石凶幅 ft.]の恵茶人の摺 rll] 巾から

Pachydiscusaff.obsoletusMATSUMOTO

が発見されているのこれらの化イ iは， いずれも上部へトナイ世を指示するもので，

Danian 問題の大きな反社となっている。本同準は本 })IJ ， ifni幌地|べでは， ill 流布累同

あるいは常室 ;JR層とよばれ，下部は棟計， I沙むおよび if己目のり :J再，あるいは単一の傑

引再または砂岩層であり，上部は加粒砂山，シル卜計，半 11-中粒の砂計および蝶むよ

* 1111 鳳祉層ド位の互層部にはカリカン府準のホネ石，li;' が来るし，厚岸回下 {;jl の互回

併にはホネ石市をほとんど合まない。

料 ここでは，汐見層の全層は露出していないの
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りなり，その層!享は 1 ， 400 m に及ぶものとされている。岩相変化の非常にいちじるし

い地層で，上部， 下部の地層は必ずしも重なりあっていない場合もあり，同時異相的

な関係もあると推定されている。

*霧多布)吾~の1探右層は恨室方面では，落石!吾とよばれるものと連なり，西方厚岸で
オシヤマソず

はチンベ礁岩層(含鯨浜互層)とよばれ，更に四方昆布森，仙鳳祉方面では，老者舞，

チポマテイ Fルキウシ

地方学，去来牛を含むものと，同層準である。

擦は既に記したように，塩基性火成岩の礁と中性火成岩の喋からなり，根室方面か

ら昆布森まで，追跡することができる o 到II路，十勝の国境附近には岡崎由夫外 1 名が， が

この層準の陳岩を報告しているが，浦幌，本別地|互には，これに該当する喋岩層の報

告はなし、。本層の中に介まれてくる砂岩頁岩の互層帯の中には，かつて筆者が，大黒 ぺ争|

島化石群として報告した多くの有孔虫や Pleurotomaria を含む大型化石を産し，本報

告の中のリスト中にも多数の有.JL虫があげられている o

以上述べてきたように， 2,000----2 ,500 m，場所によっては 3 ，OOOm を越える厚い根

室層群の中に，野外現象としては，不整合と目される事実がなく，大体一連の地層と

して堆積したものと思われるのこの厚い堆積層を重鉱物組成の面から解析してみよう

とする試みが，各所でなされている。この内，尾幌凶幅では，中添売の教示として，

根室層群が仙鳳 ~I上層を境として，その重鉱物組成に異った点が認められると記してい

る o 即ち，太田村層と門静層(含カリカン層)は普通輝石と普通角閃石を主成分とし，

扇IJ成分として，緑簾石，柘棺イ?を有するが，それより上位の地層では主成分は変らな

いが，副成分は，ほとんどなく，単純な組成で，ここに異常が認められるという。一

方， 松本はその物質供給源としては No-N2 は単元的であるが N3， N4 では深成岩，

半深成岩，ホルンフェルス，水成岩などが加わり多源的であるとしているので，門静

層を境として異常を認めているの筆者らは，これらの点を吟味するため，本図 III面内で

** ***181~ 司の資料をとり，その重鉱物分析を t試みたが，その結果は，上記中添の得た結 iii命と

は大変異なっている o 先ず重鉱物の量は，最下部の太田村層が圧倒的に多く，それよ

り上位の門静を初めとする各層は，れそより非常に少なく，且つその各の量では大し

た変化はないが，大体上位程量は少ない主成分として，輝石，紫蘇輝石を含むが，緑

*恐らくはこの上のユルリ層を含むものが，本層群と対比されるであろう。

料 川形大学地学教室に於て分析。

***詳細は追って発表する予定である。

- 30-



川
円
心
{
」
市
立
昨

8

も

陶、刊

$
崎て

妥当

当4

烈 令官

縦
ll":・

事長

;)

31-



色角jj司訂の量が，霧多布層に入ってから，断然多くなる。その他，ジルコン，燐灰石，

柘棺行，電気石，アラナイト等の副成分は，同じく霧多布層に入ってから，そろって

出初める。つまり，中添の結果とは逆に，下部の太田村から仙鳳祉までは，単元的で

あり，厚岸層に入って，やや多元的な組成になるが，顕著に複雑な組成を示してくる

のは，霧多布層に入ってからである。特に重要なことは，霧多布層中部の Kh 相の砂

岩中に酸性火山岩類源と考えられる重鉱物が多くなってくることである口このように

門静層準を境として，その上下の変化が認められるという事実はなしむしろ，霧多

布層準を境として顕著な相違が認められる。 Danian の問題に関連して，種々の議論

がなされているが，厚岸層準は，そのアンモナイト化石からどうしても白皇紀の上部

と考えざるを得ないので，強いて，ここに第三紀 Danian を持って来るとすれば，霧

多布層の喋岩層(落石層準，老者舞層準)からということになる。

*Globigerina 有孔虫の示す Danian 問題と関連して考えると，霧多布層から，重鉱

物組成が変わって来，また既に述べた霧多布層下部の喋岩層と厚岸層上部の互層帯と

の接触部に於て，ある場所では，まことに妙なっき方をしていること等があり，この

**辺を境とすることを考慮する必要がありそうである。この問題の詳細は追って発表の

予定であるので本図幅では，概略を記するに止める D

*この浮遊性有孔虫は筆者等今回の採集では霧多有j層準から出初める。

** この考えは既に松本によって， 1963 年に提称されている凸

- 32-

‘
φ

•



,

..

。

引用文献

1) 藤原哲夫(昭 34. 1959): 北福道浜 111地域の鉱床と火成活動について 行鉱第

43 巻第 4 号

2) 井上英二，鈴木泰輔(昭 37. 1963): ウコタキヌプリ凶幅 北海道開発庁

3) 河合正虎(昭 37. 1956): 昆布森図幅 地質調査所

4) 三谷勝利，石~ [I 昭三，小山内照(昭 37. 1962): 厚床および落石山中図幅 地ド

資源調査所

5) 三谷勝利，藤原哲夫，長谷川潔(昭 34. 1962-63): 根室南北両図幅 地下資

源調査所

6) 二三谷勝利，小山内照，橋本亘(昭 33. 1958): 足寄木図幅 北海道開発庁

7) 三谷勝利，橋本亙，吉田尚，織出精徳(昭 34. 1959): 本別凶幅 北海道開発

庁

8) 松本達郎，附田博 1f (昭 38. 1963): 北海道東部の白望系 地質雑講要 69巻

814 号

9) 長尾捨ー(昭 32. 1957): 北海道東部における白星系(根室層併) 日本後期中

生代連絡紙第 5 サ

10) 長尾捨ー(昭 32. 1957): 北海道釧路厚岸附近の中生層について 日本後期中

生代連絡紙第 6 号

11) 長尾捨一(昭 38. 1963): 床浬図幅 地下資源調査所

12) 長尾捨一ー(昭 40. 1965): 未詳 111 生界を主題とした北海道のジュラ一白望系に

ついて 地下資源調報第 33 号

13) 長尾捨 1 小山内照，三谷勝利，高橋功二(昭 31. 1956): 厚岸附近石油調査

資料 石油資源会社資料

14) 岡崎由夫外 2 (昭 33. 1958): 釧路十勝国境白空系の地質概要 日本後期中生

界連絡紙第 7 号

15) 岡崎由夫，長浜春夫(昭 40. 1965): 尾幌川図幅 北海道開発庁

16) 織田精徳，根本隆文，植村武(昭 34. 1959): 常宝凶幅 北海道開発庁

17) 小山内照，三谷勝利，松下勝秀(昭 36. 1961): 厚岸図幅 北海道開発庁

18) 佐々保雄，林」郎，西出隆夫(昭 30. 1955): 昆布森地域地質調査結果報告

札幌通産局石炭部

19) 佐々保雄(昭 32. 1957): 色丹島の地質 北地要第 34 号

20) 占旧三郎(昭 33. 1958): 北海道東部浜中村附近の白望系について(子) 日本

後期中生界連絡紙第 7 ザ

21) SaburoYoshida(昭 33. 1958): TheForaminiferalFaunaoftheUpper

- 33-



CetaceousHamanakaandKiritappuFormationofEasternHokkaido,

Japan GEOL. lNST. KUSHlRO. GAKUGEI. ONlY. Vol.9.No.I.

22) 吉田三郎(昭 35. 1960): 北海道東部地方の上部自宅系産アンモナイトについ

て 釧路博物館報 100 号

23) 佐藤茂，長浜春夫，吉田尚(昭 35. 1960): 上茶路図幅 北海道開発庁

34-

‘
~

e



EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLGICAL 孔1AP OFJAPAN

(Scale 1:50,000)
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Resume

TheareaofthissheetmapissituatedbetweentheNemuro

PeninsulaandtheKushirodistrictintheeasternpartofHokkaido.

ThetownofKiritappu, whichwassufferedfromthedestructive

disasterofthe “ tsunami" caused by the well-known Chilean

earthquakeofMay1960, issituatedatthecenterofthisarea.

Themapareaisclassifiedtopographicallyintotwoflatterraces.

Theoneis80-60m highabovethesea, andtheotheris60-40

.. m high. TheUpperCretaceousformationsbelongingtothe

Nemuro Group, thebasementrocksofthis area, are exposed

alongthesmallvalleyscutintheseterraces. Theyareexposed

alsoatthefootofthecli 百s alongtheseacoast. However, the

exposuresareratherpooringeneral.

TheNemuroGroup, whichrepresentsthebasementofthis

area, isdividedintofollowingformations. Theyare, inascending

order, theOtamura, theMonsizu, the Karikan, the Poroto, the

AkkeshiandtheKiritappuFormations.
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The Otamura Formation, the lowermost of the Group, is

dividedfurtherintothreeparts, i.e. , thealter-nationmemberof

sandstoneandshale(03; 150m+) , theplatysandstonememder

(02;60m)andthealternationmemberofsandstoneandshale

(01;40m). The01 memdercontainshardliparitictuff , andis

intrudedbymassesofquartzmonzoniteanddolerite.

TheMonsizuFormationiscomposedofdark brown, coarse

sandstone, includingpumice. Aconglomeratebed, about10m

thick, isintercalatedinthemiddlepart. Thethicknessisabout

300m.

TheKarikanFormation, 140-200m thick, isrepresentedby

thealternationofsandstoneand shale, andischaracterizedby

hard1iparitictu 百 as wellasbydoleriteintrusives. Thisformation

hadbeenincludedpreviouslyintheMonsizuFormations.1.

ThePorotoFormationiscorrelatedtotheso-calledSemposhi

mudstone. Itiscomposedmainlyofdarkgrey mudstone, and

hasintercalations of alternatingsandstone andshale. There

areatleastthreelayersofhardliparitic tu 任 in thisformation.

Thethicknessisverysmallinthis area, being60-100m, and

tendstogainfromeasttowestgradually.

TheAkkeshiFormationisdividedintotheUpper, theMiddle

andtheLowermembers. TheLowermember(Atl) iscomposed

ofthealternationofsandstoneandshale(20m) , theblackshale

(10m)andthealternationofsandstoneandshale(80m). The

Middlemember(At2) consistsofsandstoneandshale(100-150m) ,

andhasacharacteristiczoneofslumping. Aremarkablebedof

hard liparitic tu 旺 is intercalated. Fossils of Ammonite are

discoveredintheupperandthelowerparts, andGaudrycerasaff.

kayeiandGaudrycerassp. areknowntooccur. Fossilsofthe

foraminiferaandbrachiopodaarealsofoundtogetherwiththe

ammonites. TheUppermember(At3;150m)isrepresentedby

sandstone-rich alternation. Greygreenconcretionsareincluded

inthesandstones. Sheetsofdoleriteareintrudedinthismember,
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andtheshalescontaincarbonaceousmatter. Hardliparitictu 百

isabsentinthisholizon.

TheKiritappuFormation, attheuppermostpartofthisGroup,
iscomposedofconglomeratebedsmorethan300m inthickness.

Bedsofsandstoneandshaleinalternationarefoundinthemiddle

partofthisformation. Thesebedsofalternationwere called,

informerdays, theKujirahamaalternation, andareobsetvedon

theisleofKiritappu, asformingalargelenticularpartintercalated

intheconglomerates. Thealternationisalsotheconstituent

rocksoftheisleofDaikokuintheareaoftheTokotansheet.

The writer oncetook it for the Akkeshialternation. This

formationyields many fossilsofthe foraminifera, pelecypoda

andthegastropoda.

TheOligoceneTenneruFormationisexposedinalimited

areanearChirippuinthesoutn-westernpartofthisquadrangle.

Itiscomposedofthecharacteristicconglomeratepeculiartothis

'-formation , andhassomeintercalatingsandstoneandsiltstone. It

isadout100m thick, andliesunconformablyonthe Nemuro

Group.

TheQuaternaryChanaiFormationisthedepositsofmudand

sandprobablyofvolcanicorigin. Itisfoundinthenorthwesternpart,

andisabout20m thick. Theterracedeposits, whichprobably

wereonceextensiveinthisarea, areexposedrathersporadically.

Theymusthavedeenerodedawayexceptinthenorthwestern

part.

Thedepositsdistributedmostextensivelyinthisareaarethe

Lmformationwhichiscomposedofloam, pumice, volcanic ash,
scoriaandvolcanicsand. Itcoversuniformlythesurfacesofthe

lowhillyterraces.

TheAlformation, whichisthefloodplaindeposists ofthe

Quaternaryperiod, iscomposedofsand, gravel, clay, beach-sand

andpeat. Theyaredevelopedinthealluvial plainas well as

alongtheseaside.
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Astothemineralresourcesinthisarea, thecopper-bearing

ironsulfidedepositsareknown, thatwereexploitedonceasKokko

mine. Theoredepositsaregerminatedinthebedsof03 horizon,

andaresaidtoberelatedtotheigneousactivtiyofsuchalkalic

olivine-bearingtrachydoleriteasquartzdolerite. Themineis

nowclosed, andthegalleriesaredestroyed ，自 lled withwaterand

leftdevastated.

ThequartzmonzonitetotheeastoftheHamanaka-zawais

availedforroadpavement, butisrathersmallinquantity.

TheNemuroGroupisdevelopedextensivelyintheeastern

partofHokkaido. Theareaofdistributionisabout280kmlong

fromeasttowest, rangingfromtheislandofShikotaninthe

easttotheAshiyoro ・Hombetsu districtinthewest. Thewidth

ofthezone, accordingtothetestdrillingperformedbyPetroleum

Exploration Co.atNishibetsu and Shibecha, is about50km.

Thegeologicageofthe Group is considered generallytobe

Hetonaian(UpperCretaceous) , butitslowerpartmayrangeto

theUrakawanEpoch. Ahighpossibilityisadvocatedrecently

thattheupperpartofthisgroupmayrangetoDanianofthe

TertiaryPeriod. Inthisarea, themembermaywellbelongto

theDanian, buttheAt, atleast, isconsideredasbelongingtothe

Hetonaian.
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